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歴史上、初の春季大運動会に期待する！！ 

校長  寒河江 正人 

 

いよいよ明日、５月１５日（土）、 

本校の歴史上、初めてとなる「春季」大運動会が開催されます。 

 

まずもって、生徒諸君、教職員の皆様、ここまでの「準備と練習」、ごくろうさまでした。 

きっと、「初めての試み」ゆえに「とまどいや焦り」があったに違いありません。 

 

そのような中、皆さんは「何を、どう考え、どう判断し、どう行動」してきたでしょうか。 

 

大切なことは、「目の前の課題を、いかにしてより良く解決」するか。 

      「解決のためには、もっている知恵を前向きに発揮」しているか。 

      「様々な違う考えをもつ仲間と、協力して前に進める」か、ということです。 

 

この「プロセス（過程）」で、一人ひとりが「成長する」ことが最も大切なことなのです。 

 

本校の「運動会の実施要項」には、実施の「ねらい」として、次の２つが掲げてあります。 

１つ目は、「生徒会組織の機能を高めて、神町中という集団への所属感・連帯感を高める」

ということです。 

２つ目は、「学年の交流を深め、学年間の結びつきを密にして、学校全体の意気を高める」

ということです。 

 

だから、「不平不満」や「マイナス発言」、「いさかいや争い」「誹謗中傷」は一切不要です。 

必要なのは「プラス思考」「思いやりの声がけ」、「集団の士気を高める前向きな行動」です。 

 

実行委員長の菅原悠世くんを中心として、黒軍・赤軍・青軍の組頭、看板長の思いを胸に、

明日は、３軍とも、一致団結、力を合わせて、闘ってください。 

 

そして、闘って勝敗が決した「その後」には、 

「３枚の看板に込めた思い」のとおり、「３軍が１つになってお互いを称え合うこと」です。 

さあ、今から明日の「春季大運動会」が楽しみです。 


